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第３６回航空政策セミナー	
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�

� 長時間乗務	


� 時差	


� 騒音	


� 乾燥（湿度１０％程度）	


� 低気圧（富士山の７合目相当）	


� 高速移動（無風状態で時速約９００Km)	


特殊な労働環境	
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� 大きな責任が伴う	


� 地上とは違う環境下で行われている	


� 止まることが出来ない、支援を受けられない	


� 変化する状況に応じて、限られた時間内で
様々な頭脳労働をしている	


� 離着陸時に高いワークロードがかかる	


疲労度は地上とは違います	


運航乗務員の業務	
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ＪＡＬ運航乗務員の勤務状況	

	


　 　  ＪＡＬでは2010年の破綻以降、多くのパイ
ロットが破綻後も流出しました。その結果、人
員不足により過酷な勤務を強いられています。	


　　　 2016年7月、JAL経営は「マンニングに柔軟
性を持たせるため」として年間乗務時間制限を
960時間（現行900時間）とする協定案を提示し
ています。	
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ＪＡＬ国内線	
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ＡＮＡ国内線	
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　 　ANAでは2014年3月の勤務協定の改定で勤務
強化され国内線では４回の離着陸、飛行時間６時
間勤務時間11時間、ぎりぎりの勤務をアサインす
るなど劣悪な勤務が増えています。また国際線で
は帰国後の休日を３日から２日にすることにより、
長距離国際線勤務の稼働が強化されました。 	


	


ＡＮＡ運航乗務員の勤務状況	
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ＪＡＬ国際線	
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 「2008年6月、スカイマークは3ヶ月で633便が欠航しまし
た。理由は「予想外の退職が相次いだことによるパイロ
ット不足」と発表されたが、「苛酷な勤務による体調面、
安全面での不安」を理由とするパイロットの離職率の高
さが本当の原因だとする声が、乗員サイド（主とし	


   組合）から上がった。実際のスカイマークのパイロットの
乗務は、当時の報道などによれば、スカイマークの機
長・副操縦士は年間900時間という、航空法の上限
（1000時間）ギリギリの乗務をこなしているそうだ。	


  パイロットの平均乗務時間は、JALの国内線で540時間、
ANAで600時間、新規航空会社のエアドゥでも620時間程
度で、スカイマークの「900時間」がいかに突出して苛酷
かわかると思う。」	


ＪＡＬ・ＡＮＡ勤務はＬＣＣ並み?	
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年平均病欠者数	


ＪＡＬ勤務中断者の推移	
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ＡＮＡ勤務中断者の推移	
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疾病別の割合	
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国の規制緩和政策	
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� 国際線シングル編成の乗務時間制限を８時間
とすること。	


� 国内線乗務時間制限の８時間を延長しないこと。	

� 路線拡張に見合った適切な運航乗務員を配置

すること。	

� 乗務スケジュールの作成に当たっては、疲労を

科学的知見に基づいて管理すること。	

� 疲労リスク管理（FRM）の導入は職場労働者の

参加の元で導入を進めること	

	

	


私達の要求～運航乗務員～	
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